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No S
4 ＊
5 ＊
6 ＊
7
8
9 ＊
10 DNP
11 ＊
12
13
14
15
16 DNP
17 DNP
18 DNP
19 DNP
20 DNP
21 DNP

No S
4 ＊
5 ＊
6
7 DNP
8 DNP
9 DNP
10 ＊
11 ＊
12 ＊
13 DNP
14 DNP
15 DNP
16 DNP
17 DNP
18
19
20
21

伊藤　忠（沼津東高校）戦評（文責） 記入者 松村亜莉沙（袋井商業高校）TOTAL 45 0 20 5 21

TEAM/COACH / / / / 1
0
0
0

三 原 こ と み 0
本 間 海 麗 0
山 本 光 夏 0
曽 根 萌 生 0
池 田 桃 子 0
林 美 弥 子 4 2 5
保 坂 悠 月 13 6 1 2
山 口 郁 実 10 4 2 4
佐 藤 優 凪 0
杉 山 も え 0
樋 口 茜 0

3 4
見 崎 菜 摘 2 2 1

1PD決勝リーグ２勝同士の一戦。両チームマンツーマンでスタート。常葉は⑪保坂のジャンプシュートで先制する
も開誠館も⑥石牧のフリースロー後にゾーンプレスをしかけ④小幡の３Pなど流れを作りかけたが、常葉はすぐに
タイムアウト。その後、お互い思うようにシュートが決まらず、一進一退の攻防となるが、開誠館は⑥石牧のジャン
プシュート、⑤鈴木のゴール下などで徐々にリズムをつかみ２２－１１で第１ピリオド終了。
２PD追い上げを図りたい常葉は⑩山口のジャンプシュートで先制するも、開誠館も⑥石牧⑪山本が決め返す。常
葉は④山地が積極的に攻撃するも、思うように得点が伸びていかない。開誠館は⑥石牧の１on１や⑪山本の
ゴール下などで一気に点差を広げ５２-２１の３１点で前半を終える。
３PD後半も両チームマンツーマンでスタート。開誠館は⑪山本のリバウンドシュートや⑤鈴木のドライブなどで確
実に加点していく。終盤、常葉は⑤北村の連続得点や⑪保坂のジャンプシュートなどで追いすがろうとするも、開
誠館⑨松岡の３P、ドライブなどで、リードを広げ、７５－３２で第３ピリオド終了。
４PD常葉はディフェンスを強め速攻から⑪保坂や④山地がジャンプシュートを決め、リズムをつかもうとするが開
誠館も簡単にはゆずらない。残り4分、開誠館はタイムアウトを取り、ディフェンスから速攻の展開でさらに点差を
広げる。９９－４５で開誠館が勝利し、3年連続5回目の優勝を果たした。

山 地 菜 月 10 5 4
北 村 音 緒 6

TEAM B 常葉大常葉 （中部） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F

TOTAL 99 3 34 22 14
TEAM/COACH / / / /

加 藤 美 桜 0
清 水 夢 佳 0
高 井 な お み 0
太 田 明 伽 0
川 延 美 裕 0
古 橋 杏 0
奈 須 梓 咲 0
塩 澤 小 夏 0 1
黒 川 菜 津 奈 0
樋 口 沙 彩 0
山 本 涼 菜 19 7 5 2
中 田 絵 美 0
松 岡 木 乃 美 20 2 5 4 3
高 橋 杏 2 1 1
伊 藤 綾 優 花 0 1
石 牧 葵 33 12 9 2
鈴 木 侑 20 8 4 1

3P 2P FT F
小 幡 桃 花 5 1 1 3

開始時間 13:30

TEAM A 浜松開誠館 （西部）
選手名 PTS

常葉大常葉

会　場 エコパアリーナ （西部） （中部）
コート コート

第66回静岡県高等学校総合体育大会バスケットボール競技
【　得点経過　】

決勝リーグ TEAM A TEAM B

試合日 2018年6月3日 浜松開誠館
99 45
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